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B) 50%胃切除+ Roux-Y 吻合(対照) 4 例
残胃より術 1-\1 ~こ生検した標本も対照とした口 A群については術後 4 日， 7 日， 14 日， 20 日， 26 日，
2 カ月， 3 カ月， 4 カ月， 7 カ月， 8 カ月に， B群では術後 7 日， 4 カ月， 9 カ月， 9.5 カ月に剖検
して組織学的検索を行なった口
A群(逆流吻合群)では 2 カ月以後のものに，残胃全般に亘って明らかな萎縮性胃炎をみとめた。
逆流口から 10，"，，20 mm 以内は本来の胃腺細胞は殆んど消失して粘液細胞による不規則な腺腔形成が
みられた。



















次にB群 (Roux-Y吻合部)では，術後 4 カ月以上の 3 例中 2 例に空腸潰場をみとめた。
7 日後のものでは吻合部数mm 以内に腺寓部の浮腫をみとめる程度で手術そのものの影響は極めて































吻合を行ない( 12例) ，明らかな変化を認めた。特に 2-8 カ月後に及んだ 6 例に逆流口を中心とし
て拡がる著しい萎縮性胃炎を惹起せしめることに成功した。逆流口附近 1 ，_，2 cm以内では胃腺は消失
して腺富上皮化がみられ，それに続く部位では腺富の延長と胃腺の萎縮がみられた。対照の50%胃切
除に Roux-Y 吻合を加えた例(十二指腸内容の逆行がない)では変化が認められなかったので術後胃
炎の原因としてガストリン刺激の欠除よりは十二指腸内容逆流の方が重大な，意義をもつことを明らか
にした。
以上本研究は実験的に萎縮性胃炎を確実に作成し，その組織発生について経時的に解明し，更に胃
切除残胃にみられる萎縮性胃炎の主因が十二指腸内容の逆流であることを明らかにしたものである D
??つ中
